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鳥
取
市
が
平
成
16
年
12
月
に
実
施
し

た
「
男
女
共
同
参
画
意
識
調
査
」（
対

象
市
民
２
千
人
、
回
収
率
54
・
４
㌫
）

に
よ
る
と
、「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」

と
い
う
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
女
性
で

は
「
反
対
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
反
対
」

と
回
答
し
た
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま

す
が
、
男
性
で
は
「
同
感
、
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば
同
感
」
と
回
答
し
た
割
合
が

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。「
男
は
仕
事
、
女

は
家
庭
」
と
い
う
固
定
観
念
に
と
ら
わ

れ
て
い
る
人
は
、
平
成
10
年
の
調
査
と

比
べ
る
と
、
減
少
し
て
い
る

も
の
の
、
依
然
、
こ
の
傾
向

は
あ
り
ま
す
。

みなさんのご意見をお寄せください

市民政策コメント

ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス（
Ｄ
Ｖ
）な
ど

の
精
神
的
・
身
体
的
暴
力
を
受
け
る

女
性
も
近
年
、増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の

解
消
に
向
け
て
、
引
き
続
き
、
総
合

的
、
計
画
的
に
男
女
共
同
参
画
を
推

進
す
る
た
め
、『
鳥
取
市
男
女
共
同

参
画
プ
ラ
ン
（
平
成
18
〜
22
年
度
）』

を
策
定
し
ま
す
。こ
の
計
画
は
、人
権
・

教
育
・
福
祉
・
労
働
な
ど
の
関
係
者

の
ほ
か
、
男
女
共
同
参
画
活
動
団
体

の
代
表
者
、
公
募
委
員
で
構
成
す
る

『
鳥
取
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
策

　

鳥
取
市
は
、
平
成
11
年
に
『
鳥
取

市
男
女
共
同
参
画
い
き
い
き
プ
ラ
ン

（
計
画
期
間
平
成
12
〜
17
年
度
）』
を
策

定
し
、
女
性
も
男
性
も
喜
び
と
責
任
を

分
か
ち
合
え
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、依
然
と
し
て「
男

は
仕
事
、
女
は
家
事
・
育
児
」
な
ど

の
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
の
意
識

が
解
消
さ
れ
ず
、
そ
れ
に
基
づ
く
風

習
や
慣
習
・
制
度
な
ど
が
根
強
く
残

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
深
刻
な
社
会

問
題
と
な
っ
て
い
る
、
ド
メ
ス
テ
ィ

※
１

男女の人権の尊重

▼男女平等意識を高める教育・啓発の推進

▼男女の健康支援とリプロダクティブ・ヘルス／ライツ意識の浸透

▼国際交流と連帯の促進
政策・方針決定過程における男女共同参画

▼政策・方針決定過程への女性の参画の促進
労働環境における男女共同参画

▼男女平等な雇用環境の整備と職業能力の開発

▼女性の起業・経営参画の促進
地域社会における男女共同参画

▼地域・社会活動への男女の参画

▼地域で共に支え合う福祉社会づくりの推進
家庭生活と他の活動との両立

▼家庭生活への男女の参画

▼家庭生活と他の活動との両立支援の推進
女性に対するあらゆる暴力の根絶

▼被害者に対する支援の推進

▼女性に対する暴力の発生を防ぐ環境整備の推進

プランの体系 お
互
い
を
認
め
合
う
こ
と
の
で
き
る
社
会
を

「
鳥
取
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
（
案
）」

　

鳥
取
市
が
平
成
16
年
12
月
に
実
施
し

提出方法　様式は問いません。住所・氏名を明
記のうえ、郵送、ファクシミリ、電子メール、
持参のいずれかで
資料配布　10月 7日（金）から市役所本庁舎１
階総合案内所／市役所駅南庁舎１階総合窓口／
福祉文化会館３階男女共同参画課／各総合支所
市民生活課（12ページ参照）※鳥取市ホームペ
ージにも掲載しています（アドレスは21ページ）。
提出期限　10月 31日 ( 月 )　
提出・問い合わせ先　男女共同参画課（福祉文化
会館内）　（0857）20-3166　（0857）20-3054
電子メール danjyo@city.tottori.tottori.jp

お
待
ち

し
て
い
ま
す
！

定
委
員
会
』
で
、
検
討
を
重
ね
て
き

た
も
の
で
、
こ
の
た
び（
案
）を
ま
と

め
ま
し
た
の
で
、
こ
の
新
し
い
プ
ラ

ン
の
内
容
に
対
す
る
市
民
の
み
な
さ

ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

※
１　

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
（
Ｄ
Ｖ
）

　

夫（
パ
ー
ト
ナ
ー
）か
ら
の
暴
力
を
い
う
。広
義
で

は
女
性
、子
ど
も
、高
齢
者
、障
害
者
な
ど
家
庭
内
弱

者
へ
の「
継
続
的
な
、心
理
的
ま
た
は
身
体
的
虐
待
、

基
本
的
ニ
ー
ズ
の
剥
奪
、
性
的
虐
待
」
を
指
す
。

※
２　

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ

　

男
女
が
互
い
の
身
体
的
特
徴
を
理
解
し
合
い
、

す
べ
て
の
人
々
が
身
体
的
、
精
神
的
、
社
会
的
に

良
好
な
状
態
を
保
持
し
、
妊
娠
・
出
産
の
調
整
を

始
め
と
す
る
性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
を
権
利
と

し
て
捉
え
よ
う
と
い
う
概
念
。

男女共同参画課長 
 田中美貴枝

ご意見のあて先は
こちらです

※ 2

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

男は仕事、
女は家庭？！平成16

年　度 5.4% 14.4% 20.7% 24.6% 33.5%

平成10
年　度 8.2% 24.6% 18.4% 21.4% 25.0%24.6% 18.4%18.4% 2.4%

1.3%

3.5%

12.3%

22.6%

26.7%

33.4%

1.4%

8.1%

17.4%

18.0%

21.8%

33.8%

0.9%

男
性

女
性

同感

どちらかと
いえば同感

反対

どちらかと
いえば反対

どちらともいえない

無回答・不明


